
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●英語多読と多読本 
英語多読ってなに？ 
 
やさしい英語の本を、とにかくたくさん読むこと。 
そのためのテキスト本は「英語の多読本」と呼ばれているんだ。 
難易度がレベル分けされているから、自分のスキルに合わせて読んでいけるんだ。 

●多読 3 原則 
多読には 3 つのルールがあるよ。 
 
 
 
 
読み終わったら同じレベルのつぎの本へ。簡単すぎたらレベルをひとつあげる、難しかったらさげる。 
つまらない本にあたったら別の多読本にかえる。勉強じゃないから、かるーい気持でね。 

●英語脳へ 
そんなにゆるくて英語が身につくの？ 
 
何冊も読んでいくうちに、英語を英語のまま受けとめられるようになるんだ。 
「こんなこといってるのかなぁ・・・」って大意がつかめればOK。 
黙読なのにヒアリング能力があがったっていう人もいるよ。 
なにより、多読を続けることで英語に対して身構えることがなくなるんだ。 
 
・・・！はじめてみようかな。 

その 1. 辞書はひかない 
その 2. わからないところはとばす 
その 3. つまらなければやめる 

▶PENGUIN READERS ★洋書 レベル別 
ペンギンリーダーズ（Pearson Education）  

▶Pearson English readers ★洋書 レベル別 
パーソンイングリッシュリーダーズ（Pearson Education） 

▶SCREEN PLAY（スクリーンプレイ出版） 
▶IBC対訳ライブラリー（IBCパブリッシング） 
▶ラダーシリーズ（IBCパブリッシング） 
 
◎多読本は、展示期間以外は図書館 2階の語学棚に配架されています。 
◎小説の洋書（原書）は、2階の小説棚や留学生支援図書コーナーにあります。 

原書よりずっと 
シンプルに要約
されてるんだ 

ペンギンマークの 
ある薄い本だよ 

多読シリーズといって 
まず名前があがるのは 
ペンギンリーダーズ 

◎参考文献：英語多読入門（コスモピア 2011）830.7//F93 


